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「非常時でも日常でも
　目指すのは「暮らし」にたくさんの「き」がつく支え合いの「くらしき」
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■日常
●挨拶　　　 ●声かけ
●井戸端会議 ●見守り 等

■災害
●ご近所さんの状況や

　　連絡先の把握
●被災者のニーズ把握と

　　相談 等

わ
交
が
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■日常
●「通いの場」
●地域の交流会
●小地域ケア会議 等

■災害
●居場所や交流の場づくり
●避難所や仮設住宅での

　　サロン 等

し
ら
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■日常
●ごみ出し ●掃除
●電球交換 ●草刈り
●買い物　 ●送迎 等

■災害
●家屋の片付け ●相談
●見守り支援 ●移動支援
●生活支援物資のお届け 等

●「暮らし」に「気」づかい・「気」配りを
●「暮らし」が交わる「機」会を大切に
●「暮らし」に「寄」りそう
●「暮らし」の場に「帰」ってこられるように
●「暮らし」の場をより良くする「企」画を
●「暮らし」に「喜」びや「希」望を

　一人ひとりの「暮らし」が「輝く」まちづくり

災害を通して得た３要素が地域づくりの推進力に

愛情 普段は何気なく暮らしていたこの地域。災害が起きて、まちの景色が変わって改めて気づい

た、地域のあたたかさと心強さ。「このまちで暮らしたい、このまちを守りたい」。

「わがまち」に「わがごと」意識が芽生えたとき、愛情あふれる地域づくりの第一歩を踏み出します。

1

危機意識「次に同じような災害が起きた時、どのように対処したらいいだろう？」「家族や近所

の人を守れるだろうか？」大きな被害を受けた経験と教訓は、必ずこれからの防災意識や日頃から

のつながりづくりに活かされます。

2

きっかけ 一人ひとりの支え合い意識が地域の支え合い活動へ広がるために、みんなで集い、話

し合う「きっかけ」も大切です。今回の災害は被災地以外の地域でも、日頃からのつながりづくり

だけでなく、同じ倉敷の住民として被災者・被災地にどのような関わりができるかを考える大きな

契機となりました。
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